





















































































































世罪の立lヨ楽 音 楽 声を出そう 聴こう.見よう 演奏しよう 動こう つくろう
1 竹の国 フーィリピンの音楽 ● ○ ○ ○●
2 お隣の国に ｢こんにちは!｣ ○ ○● ○ ○●
3 悠久の国.インドの音楽 ○ ○● ○ ○
4 広大で多彩なアフリカ音楽 ○ ○● ○ ○ ●
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? 時 :2005年 11月 3日(木) 14:50-15:30
倉敷市瀬戸大橋梯記念館 屋外の多目
的広場 (※雨天の場合は Bl会議室)
3)準備物 :ジェンべ ドゥンドゥン ケンケニ サ
ンバン グングル,としきの絵本 『アフ
リカの音13』2冊? ?
? ? ? ?


















時間 受講者の活動 指導内容 詳細




10 3.絵本 『アフリカの音』の読み聞かせ ｢今演奏した曲はククという曲ですo｣ 絵本の前に集まるC






演奏されるかを聞く ･｢グン.ゴド.,<｣のページで太鼓を叩く (草は抑 絵本の中の詩的な表現で




25 4.ジュンベの学習3つの音 叩き方を知る5 2 アコンパの学習 _6 つの を合わせて演奏する ･手の形,太鼓の向きを確認する できるだけ近くに寄るQ
毛並み.背骨の線を確認 し､ヤギから作られたこと 受講者に気にいったジエ
を再認識するoまた､太鼓の底の穴から音が抜けることを確認 し､斜めに持って足ではさむよう促す〇･低音 ｢ドン｣中音 ｢トン｣高音 ｢カン｣と表現する(ただし､音にこだわり過ぎないようにする)く指導の留意点)●(don):手のひら全体で叩く ンベを取りに行かせるQ受講者が色々叩いている
親指は浮かせる 途中で ｢せ-の｣を入れ
｢せ-の､ ドン｣｢1.2ドン｣等の掛け声とともに叩く(直ぐにできるようであればl●.●l●.●lに変更)× (kan):手の曲がるところがエッジに当たるように叩く手はぶ らぶ らの状態で鞭のようにしならせる手は三角 作る｢2つの音でリズムをつく ｣1●.●JX x.ldo donkankan(※繰 り返し叩く)○ t 指を軽く閉じて叩く親指 上げるバスケットボールのようにたたく,ト′｣｢1.2,ト ｢ラス ト,トン｣と掛け声 かけ3 つ うQ真似できるかな?｣l●- 10.0 -lx.X.ldon tonto do kankanも と早く叩 るかな?.〇〇一××to donkaka今のリズムから● (do)と× (kan) を1つ外 してみよう ｣絵本 中 聞いた 『グン ゴド 'ヾ』 なるよQ｣アコンパl●.○○卜.×.Igungod pソヾ 2『トトツカ トトカ』を真似して言ってみようoOO ×lOO× .lttkatotkaシグナル るシグナル を用いて終わ
･ シグナルに合わせて演奏 t@.00I.0.OIO.0.70...) るQ

















































日時 2005年 11月3日 14:50-15:30
実施者 藤原 蕗子 協力者として,竹内 唯,西山 佳秀,石原 亮,石井朋也
受講者 小学生4名 高校生4名 保護者2名 幼児5名程度 計 15名程度(ワークショップの途中で移動があったため)
時間 活動内容 受講者の反応 指導者の支援
5 1.｢kuku｣の鑑賞 ･ 集中して聞いていたo
途中参加する受講者が出ないよう 二度とも参加 している受講者 (幼児
協力者に呼びかけるQ も)がいたロ
10 - 3.絵本 『アフリカの音』の読み聞かせ ･｢なるほど｣などと相槌を打ちながら,
西アフリカの生活の様子を感 真剣に聞いていたo
じ取る ･質問に対して,周 りと相談 しながらも
ジエンべの構造について知る口唱歌の ｢グン .ゴド- ｣ヾがベで どのように演奏 されるかを聞く｢kuku｣について知る 理解しているようだったQ
25 4.ジエンベの学習太鼓を取 りに行く際に,体格に合 う 幼児には,受講者の後ろで演奏に参 最初は受講者の手が左右バ
太鼓を選ぶように促す○ 加してもらったo ラバラだったo｢右.右左.右
.3つの音の叩き方を知る5.2 アコンパの学習6 つの を合わせて演奏 ｢トン｣と ｢カン｣の区別が難 しい の手順だよ｣と支援すると,







































































































































































































































































s.html) ｢kuku上の解説 :伝統とする民族 :


























Title: A trial of Learning of Western-African Folk Music for Japanese Children
Fukiko FUJIWARA (Graduate School of Education, Okayama University)
Shinobu OKU (Faculty of Education, Okayama University)
Abstract:
In this paper, I examined teaching/learning practices of western-African folk drum, "Djembe"
from a view-point of "different culture learning" and propose a teaching strategies. In the first
chapter, previous practical researches are reviewed and meanings of learning Afriacan music are
mentioned. In the second chapter, a teaching material in a music textbook, "Music Connection"
published in US is examined practically, several workshops in Japan are analyzed and then,
teaching strategies are extracted. In the third chapter, a djembe workshop is tried and propose
teaching strategies.
Keywords: Djembe, teaching strategy, "kuku", African feeling, understanding different cultures
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